

システムの 

コンフィグレーション 


I/O ボードのチップに搭載されている巨 asic Input Output System 旧 lOS ) の設定:方まやユーティリティの 
操作方法について説明します。また、巨 IOS の設を值などをクリアする手順についても説明しています。 

Express サーバを導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解 
して、正しく設をしてください。 


システム BIOS -目 IOS Setup ユーティリティ- 

(一62ページ） . 専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法 


について説明しています。また、 Express サーバ 
の CMOS 内部に保存されているパラメータのクリ 
ア方まついても説明しています。 


SCSI BIOS - SCSISe/e な-(一97ぺージ) 


システムに標準装備の SCS I コント□ー ラの設定 
を変更するユーティリティの使用方まについて説 
明します。 


Remote Supervisor Adapter ( RSA ) (一 105ぺージ） ...... Express サーバをリモート制御するためのアダプ 

夕の設をについて説明します。 
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システム BIOS - BIOS Setup ユーテ イリテイ - 

巨 IOS Setup ユーティリティは Express サーバの基本八ードウエアの設をを行うためのユー 
ティリティツールです。このユーティリティは Express サーバ内のフラッシュメモリに標準 
でインストールされているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

巨 IOS Setup ユーティリティで設定される内容は、化荷時に Express サーバにとって最も標 
準で最適な状態に設をしていますのでほとんどの場合において目 IOS Setup ユーティリティ 
を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必要に応じて使用してく 
ださい。 

M-O • BIOS Setup ユーティリティの操作は、システム管理者(アドミニストレータ）が行っ 
てください。 


• BIOS Setup ユーティリティでは、パスワードを設定ずることびできます。パスワー 
ドには、「 Administ 「 ato ^」と「 Powe ^- on 」の2つのレべルびありまず。 
「 Administrator 」 レベルのノくスワードで BIOS Setup ユーティリティを起動した場 
合、すべての項目の変更びでをます。 

「 Administrator 」 のパスワードび設定されている場合、 「 Power - on 」 レベルのパス 
ワードでは、設定内容を変更でをる項目び限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• CMOS の内容をクリアすると、 BIOS の設定は出荷時の内容には戻りません 。 CMOS 
の内容をクリアした後は 、 BIOS Setup ユーティリティで 「Load Default Settings 」 
を選択しく Enter > キーを巧してデフォルト値に戻した後、（^、ず次の設定を行ってくださ 
い。 

に tart OptionsJ-^fRehook INT 1 9 h 」-* TDisabled 」 

• ここでは特に説明していない項目（メニュ ー) びあります。これ5の項目は、出荷時の設 
定 m がの値(パラメータ）に変更しないでください。これ5の項目の値を変更ずると、装 
置の動作の保証びでをなくなるばかりでなく、装置び故障するおそれびあります。 

• Express サーバには、最新のパ’ージョンの BIOS Setup ユーティリティがインス! -- 
ルされています。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びありま 
す。設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守ヴービス会社に問い合 
わせて < ださい。 
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POST の起動中に丸で囲んだ部分が表示されたらく F 1> 羊一を押してください。 POST 終了後 
に目 IOS Setup ユーティリティが起動します。 


Symmetnc Multiprocessina System 
Intel Xeon MP 1.6 GHz 

XceL4(tm) Server Accelerator Cache enabled on CEC1 
XceL4(tm) Server Accelerator Cache enabled on CEC2 

02048 MB Installed Memory 

NEC 

C Press F1 for Configuration/Setup A 

Press F2 for Diagnostics 1 

Press ALT-F1 for System Partition Boot I 

J 


4 システムの n ンフイグレ—シヨン 


63 











画面の見方とキ_の使い方 


丰ーボード上の次の丰一を使って BIOS Setup ユーティリティを操作します（车一の機能じつ 
いては、画面下にも表示されています）。 


行頭に■があるもの 
は < Enter > キーを押 
ずとサブメニューが 
出る 


行頭に■がないもの 
は < Enter > キーを押 
すとその表示内容が 
実行される 



パラメータ（選択する 
と文字が反転する） 


キーの 機能説明 


カーソルキー （ t 、 i ) 

力ーソルキー （卜、一) 
< Esc > キー 
< F レキー 


< F 9> キー 
< F 10>+- 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

BIOS Setup ユーティリティの操作でわからないことがあったときはこのキーを押して 
ください 。 BIOS Setup ユーティリティの操作についてのヘルプ画面が表示されます。 
< Esc > キーを押ずと、元の画面に戻ります。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻しまず（出荷時の設定 
と異なる場合があります）。 

BIOS Setup ユーティリティの設定内容を保存し 、 BIOS Setup ユーティリティを終了し 
まず。 
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設定例 


次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設を 
例を示します。 


起動関連 


Express ヴーバに接続している起動デバイスの順番を変える 

rStart Options 」 一 ！" Startup Sequence Options 」 一起動順唐を設定する 

ブートさせたい PCI ス□ットを設定する 

rStart Options」 一 「PCI Device Boot ド|1〇「け乂」一目〇〇1:させたいス日、ソ トを 設定す る 

■; • PCI スロットのブート優先順位のデフォルト値は PCI #1 一 PCI #2 一 PCI #6 一 PCI #5 一 

PCI #3 一 PCI #4 の順です。 

• N 8103-53 A ディスクアレイコントローラを2枚に Lb 取り付けた場合は、この機能は有 

効となりません。 


CPU 関連 


搭載している CPU のが態を確認する 

「System Summary 」 一 「Processor Summary 」 一表示を磕認する 

画面に表示されている CPU 番号と SMP 拡張モジュール上のソケットの位置は下図のように 
対応しています。 



CPU のエラー情報をクリアする 

「 Advanced Setup 」 一 「 CPU Socket State 」 一 「 Enabled 」 ーリブートするとクリアされる 


4システムの n ンフイグレ—シヨン 


65 





































































































































































































メモリ関連 


搭載しているメモリ （DIMM) の状態を確認する 

「Advanced Setup 」 一 「Memory Settings 」 一 rCEC 1/ CEC 2」 一表示を確認する 

CEC 1は標準装備の CPU メモリバックボード ( SMP 拡張モジュール）を示します 。 CEC 2 
は、オプションの CPU メモリバックボード ( SMP 拡張モジュール）を示します。画面に表示 
されている Row と SMP 拡張モジュール上のソケットの位置は下図のようじ対応しています。 


Row 0 Row 1 Row 2 Row 3 



メモリ （DIMM) のエラー情報をクリアする 

「Advanced Setup 」 一 rMemory Settings 」 一 「CEC 1 / CEC 2」 一 「Row Is Enabled 」 ーリブー 
卜するとクリアされる 


SMP 拡張モジュール関連 


増設 SMP 拡張モジュール(増設 CPU/ メモリバックボード)のエラー情報をクリアする 


「 Advanced 」 一 rCEC 2 Processor/Memory Card State 」 一 「 Enabled 」 ーリブートするとク 
リアされる 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 


「System Security 」 イ Power-on Password / Administrator Password 」 ーパスワードを 
入力する 

Administrator Password 、 Power-on Password は個別に設定:することができます。ただ 
し、 Power-on Password で□グインした場合は 、 BIOS Setup ユーテイリテイへのアクセ 
ス制限があります。 
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外付けデバイス関連 


外付けデバイスに巧する設定をする 

[Devices and I/O Ports 」 一それぞれのデバイスじ対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


Express ヴーバ内蔵の PCI デバイスに巧する設定をする 

「Advanced Setup 」 一 「PCI Slot/Device Information 」 一それぞれのデバイスに対して設定 
をする 


エラー □グ関連 


POST エラー□グを表示/クリアする 

[Error Logs 」 一 「POST Error Log 」 一橫出)されたエラーのうち最新の3つを表示します。 
<Erite「> 羊一を押すとエラーをクリアします。 

System エラー Lo 呂を表示/クリアする。 

[Error Logs 」 一 ！" System Error Log 」 一橫化された最新のエラー□グを表示します。く t >，< 
i >羊一で画面をスク□ールし表示内容を変更できます。く Erite 「> 羊一を押すとエラーをクリ 
アします。 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit Setup 」 一 「 Yes , save and exit the Setup Utility 」 まには 「Save Settings 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit Setup 」 一「 N0 , exit the Setup Utility without saving 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す 

「Load Default Settings 」 

BIOS の設定を出荷時*の設定に戻す 

目 IOS の設定をデフォルト值じ戻した後、次のように設定します。 

[Start Options 」 一 「Rehook INT 19 h 」 一 「 Disabled 」 

* 化荷時の設定はデフォルト値とは異なります。 CMOS の内容をクリアした後は必ず上記 
の設定を行い、化荷時の設定に戻してください。 
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各メニユーの説明 


メニュー画面ごとじ説明します。 

メインメニュー 

目 IOS Setup ユーティリティを起動すると W 下の画面が起動されます。この画面で各種設を 
MENU の起動ならびに設を情報の保存や BIOS Setup ユーティリティの終了ができます。 
項目の前に「■」巧がついているメニューは、選択して < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが 
表示されます。 


Configuration Utility/Setup Utility 

■ System Summary 

■ System Information 

■ Device and I/O Ports 

■ Date and Time 

■ System Security 

■ Start Options 

■ Advanced Setup 

■ Error Logs 

Save Setting 
Restore Settings 
Load Default Settings 

Exit Setup 


68 






System Summary 

Main メニューで 「System Summary 」 を選択すると、 JU 下の画面が表示されます。 


System Summary 

■ Processor Summary 


Installed Memry 

2048 MB 

Diskette Drive A 

1.44 MB 3.5" 

Primary Master Device 

CD-ROM 

Primary Slave Device 

Not Installed 

Secondary Master Device 

Not Installed 

Secondary Slave Device 

Not Installed 

Mouse 

Installed 

System Memory Type 

Registered SDRAM 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor Summary 

- 

選択するとサブメニューを開きます。 

Installed Memory 

- 

搭載されているメモリの容量を表示します 
(表示のみ）。 

Diskette Drive A 

— 

フ□、ソピーディスクドライブ A (標準装備） 

のタイプを表示します（表示のみ）。 

Primary Master Device 

- 

内蔵の DE デバイスのタイプを表示します 
(表示のみ）。 Primary Master には標準 
で CD-ROM ドライブが搭載されます。 

Primary Slave Device 

- 

内蔵の IDE デバイスのタイプを表示します 
(表71^のみ）。 

Secondary Master Device 

- 

Secondary Slave Device 

- 

Mouse 

— 

マウスが接続されているかどうかを表示しま 
す（表示のみ）。 

System Memory Type 

- 

搭載しているメモリのタイプを表示します 
(表示のみ）。 


[]： 出荷時の設定 
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Processor Summary 


Main メニューで 「System Summary 」 サブメニューを選択すると、 JU 下の画面が表示されま 
す。それぞれを選択するとサブメニューが表示されます 


Processor Summary 

■ CPUIDs 

■ Processor Speeds 

■ L2 Cache Sizes 

■ L3 Cache Sizes 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

CPUIDs 


搭載しているプ□セ、ソサの D を表示します 
(表示のみ）。プ□セ、ソサが実装されていな 
い場合は「0」と表示されます。 

Processor Speeds 

- 

搭載しているプ□セ、ソサのク□ックスピード 
を表示します（表示のみ）。 

L 2 Cache Sizes 

— 

搭載しているプ□セ、ソサの L 2 キャッシュサイ 
ズを表示します（表示のみ）。 

L 3 Cache Sizes 

- 

搭載しているプ□セ、ソサの L 3 キャッシュサイ 
ズを表示します（表示のみ）。 
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System Information 

Main メニューで 「System Information 」 サブメニューを選択すると、 JU 下の画面が表示され 
ます。 


System Information 

■ Product Data 

■ System Card Data 


項目の前に 「■」 がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表 
示されます。 


Product Data 

Main メニューの System Information サブメニューで 「Product Data 」 を選択すると、下の 
画面が表示されます。 

Product Data 

Machine Type/Model 

86874 RZ 

System Serial Numbur 

23R1539 

System UUID Number 

268FDB05E81DB211B5C480EC8CD16EB9 

System Board Identifer 

NRX1Y5P3195 

System Asset Tag Numbur 

NCN 8100786 XHWID02B4HSN1 23456 

BIOS Version 

1.02 

BIOS Date 

04/24/02 

BIOS Build Level 

VIE110AUS 

Diagnostics Version 

1.00 

Diagnostics Date 

04/22/02 

Diagnostics Build Level 

VIYT16AUS 

ASM Adapter ROM Version 

1.17 

ASM Adapter ROM Date 

04-26-02 

ASM Adapter ROM Build Level 

VIEN22A 

Hot Plug Controller Version 

1.10 


Product Da ねでは装置の情報や、使用するユーティリティの情報を表示します。 
項目については次の表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Machine Type/Model 

- 

工場内で管理用じ使用される番号を表示しま 
す（表71^のみ）。 

System Serial Number 

— 

System UUID Number 

- 

System Board Identifier 

- 

System Asset Tag Number 

- 

装置の N コード、 HWD 、 シリアル番号を表 
示します（表示のみ）。 

例） NCN 81 00786 XHWID 02 B 4 HSN 1 23456 
は N コード： N 8100 -786 HWID : 02目 4 H シ 
リアル番号：123456を示します。 

BIOS Version 

- 

システム BIOS のバージョンを表示します 
(表示のみ）。 

BIOS Date 

- 

システム BIOS の作成日を表示します 
(表示のみ）。 

BIOS Build Level 

- 

システム BIOS の作成レベルを表示します 
(表示のみ）。 

Diagnostics Version 

- 

試験診断プ□グラムのバージョンを表示しま 
す（表示のみ）。 

Diagnostics Date 

- 

試験診断プ □ グラムの作成日を表示します 
(表示のみ）。 

Diagnostics Build Level 

- 

試験診断プ□グラムの作成レベルを表示しま 
す（表示のみ）。 

ASM Adapter ROM Version 

- 

Advanced Server Management ( ASM ) 
アダプタに搭載されている ROM のバージョン 
を表示します（表示のみ）。 

ASM Adapter ROM Build 
Level 

- 

ASM アダプタ(こ搭載されている ROM の作成 
レベルを表示します（表示のみ）。 

Hot Plug Controller Version 

- 

ホ、ソトプラグコント□ーラのバージョンを表 
示します（表示のみ）。 
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System Card Data 


Main メニューの System Information サブメニューで ！" System Card Data 」 を選択すると、 
]:> (下の画面が表示されます。 


System Card Data 


Model 

FC 




SubModel 

01 




System Serial 

86874 RZ23R1539 




FRU 

Unique 

Mfg 

Slot 


Number 

Number 

ID 

Number 

Planar 

03K9034 

K10MW1C9101 

SLRD 


Processor Card 1 

03K9032 

J1LT522F025 

SLRD 

0 

Processor Card 2 

03ZK9032 

J1LT522K049 

SLRD 

1 

PCI Card 

03K 9035 

K10MV1CW052 

SLRD 

0 

Power Supply #1 

00N7746 

J1HKZ21201N 

DELT 

0 

Power Supply #2 

00N7746 

SDVOO 24303 T 

DELT 

0 

DASD Backplane 

03K 9037 

K10KE1AT894 

SMTN 

0 

Power Backplane 

03K 9038 

K10KD1AR1TW 

SMTN 

0 


System Card Data では装置内じ搭載されている部品の工場内での管理番号を表示します。 
を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Model 

- 

工場内で管理用(こ使用されるモデルをを表示 
します（表示のみ）。 

SubModel 

- 

System Serial 

- 

Planar 

- 

I/O ボードの工場内で管理用に使用される番号 
を表示します（表示のみ） 

Processor Card 1 

- 

標準装備のプ□セ、ソサカード (SMP 拡張モジユ 
ール)の工場内で管理用に使用される番号を表 
示します（表示のみ） 

Processor Card 2 

- 

オプションのプ□セ、ソサカード (SMP 拡張モジ 
ユール)の工場内で管理用に使用される番号を 
表示します（表示のみ）。 

PCI Card 

- 

PCI カードの工場内で管理用(こ使用される番号 
を表示します（表示のみ）。 

Power Supply #1 

- 

電源ユニット#1の工場内で管理用(こ使用され 
る番号を表示します（表示のみ）。 

Power Supply #2 

- 

電源ユニット#2の工場内で管理用に使用され 
る番号を表示します（表示のみ）。 

DASD Backplane 

- 

DASD バ、ソクプレーンの工場内で管理用に使 
用される番号を表示します（表示のみ）。 

Power Backplane 

- 

電源ノ \、ソクプレーンの工場内で管理用に使用 
される番号を表示します（表示のみ）。 
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Devices and I/O Ports 

Main メニューで 「Devices and I/O Ports 」 を選択すると、 JU 下の画面が表示されます。 


Devices and I/O ports 

Serial Port A 

□ Disabled^ 

Mouse 

□ InstalledD 

Planar Ethernet 

□ Enabled^ 

Planar SCSI 

□ Enabled^ 

Diskette Controller 

□ Enabled^ 

Diskette Drive A 

□1.44MB 3.511 □ 

■ IDE Configuration Menu 



を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

[ Disabled ] 

PnP 

Auto-configure 

Port 3 F 8, IRQ 4 

Port 2 F 8, IRQ 3 

Port 3 E 8, IRQ 4 

Port 2 E 8, IRQ 3 

シリアルポート A の有効/無効、有効とした 
場合のベースアドレス、割り} A みレベルの設 
定を巧います。 

Mouse 

[ Installed ] 

Not Installed 

マウスを使用/未使用を設定します。 

Planar Ethernet 

[ Enabled ] 

Disabled 

I/O 力ード上の LAN コント□-ラの有効/無効 
を設定します。 

Planar SCSI 

[ Enabled ] 

Disabled 

I/O 力ード上の SCSI コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

Diskette Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

フ□、ソピーディスクコント□ー ラの有効/無 
効を設定します。 

Diskette Drive A 

[1.44 MB 3 .己り] 

Not Installed 

標準装備のフ□、ソピーディスクドライブの 
使用/ホ使用を設定します。 

IDE Configuration Menu 

- 

IDE Configuration Menu サブメニューを表示 
します。 


[]： 化荷時の設定 
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IDE Configuration Menu 

Main メニユーの Device and I/O Ports サブメニユーで 「IDE Configuration Menu 」 を選択す 
ると、下の画面が表示されます。 


IDE Configuration Menu 

Primary IDE Channel 

□ EnabledD 

■ Master Device 


■ Slave Device 


Secondary IDE Channel 

□ Disabled^ 

■ Master Device 


■ Slave Device 



を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Primary IDE Channel 

[ Enabled ] 

Disabled 

内蔵のプライマリ DE デバイスの有効/無効 
を設定します。 

Master Device 

- 

選択するとプライマリマスタデバイス（標準 
装備の CD-ROM ドライブ）の内容を表示しま 
す。（表示のみ） 

Slave Device 

- 

選択するとプライマリスレーブデバイスの内 
容を表示します。 

Secondary IDE Channel 

[ Disabled ] 

Enabled 

内蔵のセカンダリ IDE デバイス（未使用）の 
有効/無効を設定します。 

Master Device 

- 

選択するとセカンダリマスタデバイスの内容 
を表示します。 

Slave Device 

- 

選択するとセカンダリスレーブデノ \イスの内 
容を表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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Date and Time 

Main メニューで 「Date and Time 」 サブメニューを選択すると、 JU 下の画面が表示されます。 


Date and Time 


Time □ 11:08:2の 

Date □ 05/08/2002D 

Save Settings 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

Date 

MM / DD/YY 

曰がの設定をします。 
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System Security 

Main メニューで 「System Security 」 サブメニューを選択すると、 W 下の画面が表示されま 
す。 


System Security 

■ Powe 卜 on Password 

■ Administrator Password 

■ Remote Control Security Settings 


を項目を選択するとサブメニューが表示されます。 


Power-on Password 

System Security サブメニューで 「 Power-on Password 」 サブメニューを選択すると、 U 下 
の画面が表示されます。 


Power-on Password 

Enter your new power-on Password twice. 

Enter power-on Password 

□ 

□ 

Enter power-on Password Again 

□ 

□ 

Change power-on Password 

Delete power-on Password 



Allow for unattended boot with password 

D OnD 



を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Enter Power-on Password 

7 文字までの英数字 

パワーオンパスワードを人力します。 

Enter Power-on Password 
Again 

7 文字までの英数字 

設定したパワーオンパスワードの変更を保を 
します。パスワードを新規に登録した場合 
は、入力の後本メニューを選択し、 < Enter > 
キーを押してください。また、設定したパス 
ワードを有効にするためにはユーティリティ 
を終了する際(こ必ず変更内容を保存して < だ 
さい。 

Change Power-on Password 

- 

設定したパワーオンパスワードを変更します。 

Delete Power-on Password 

- 

設定したパワーオンパスワードを削除します。 

Allow for unattended boot 

[ On ] 

起動時(こパワーオンパスワード 

with password 

Off 



[]： 出荷時の設定 


• パワーオンパスワードとアドミニストレータパスワードは、同一のものをイ吏用できません。 

ェック I • 「Allow for unattended boot with password 」 を 「 on 」 (こ設定すると、起動後パワーオ 
ンパスワード入力を要求せずに 0 S を起動します。また、いったん 0 S が起動されてしま 
うとキーボードの□ツクを解除することができません。キーボードを□ツクさせないた 
めじは 0 S 選択画面でパワーオンパスワードを入力する必要があります。 


4システムの n ンフイグレ—シヨン 
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Administrator Password 


System Security サブメニューで 「Administrator Password 」 サブメニューを選択すると、 
W 下の画面が表示されます。 


Administrator Password 



Enter your new administrator password twice. 


Enter Administrator Password 

□ 

□ 

Enter Administrator Password Again 

□ 

□ 

Change Administrator Password 

Delete Administrator Password 

Power-on password changeable by user 

□ Nod 



を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Enter Administrator Password 

7 文字までの英数字 

アドミニストレータパスワードを入力します。 

Enter Administrator Password 
Again 

7 文字までの英数字 

アドミニストレータパスワードを再入力しま 
す。 

Change Administrator 
Password 

- 

設定したアドミニストレータパスワードの変更 
を保存します。パスワードを新規(こ登録した場 
合は、入力の後本メニューを選択し、 <Enter> 
キーを押してください。また、設定したパスワ 
ードを有効(こするためじはユーティリティを終 
了する際(こ必ず変更内容を保をしてください。 

Delete Administrator 
Password 

- 

設定したアドミニストレータパスワードを削除 
します。 

Power-on password 
changeable by user 

[No] 

Yes 

ユーザでのパスワード変更の可否を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


• パワーオンパスワードとアドミニストレータパスワードは、同一のものをイ吏用できません。 

ェック I • アドミニストレータパスワードを登録し、 「Power-on password changeable by user」 
を 「No」 地荷時の設定)(こしておくと、パワーオンパスワードで BIOS Setup ユーティリ 
ティを起動すると 「System Summary」 と ["System Information」 のみが表示されます。 
「Yes」 にすると、その他に 「System Security-> Power on Password」 のみが表示され 
ます。 
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Enter Remote Control Password 
Enter Remote Control Password Again 


Save New Remote Control Password 
Dalete Remote Control Password 


Enter your new Remote control password twice. 


Current Failed Login Threshold Count □ 5 □ 

Current Autmatic Lockout Delay □ 5minutes □ 


Remote Control Security Settings 

System Security サブメニユーで 「Remote Control Security Settings 」 サブメニユーを選択 
すると、 W 下の画面が表示されます。 


を項目については次の表を参照してください。 


[]： 化荷時の設定 

□グイン(こ失敗した数が Current Failed Login Threshold Count で設定した値を越える 
IチェックIと、目 IOS の設定は Default の設定値に戻ります。 Default 値は出荷時の設定とは異なります 
ので67ページ(設定例の設定内容のセーブ関連）を参照して設定し直して < ださい。 


Remote Control Security Settinas 


項目 

パラメータ 

説 明 


1 

2 

3 

4 

[引 

6 

7 

8 

9 

10 

失敗した□グイン闕値を設定します。 

Current Failed Login 
Threshold Count 


Current Automatic Lockout 
Delay 

1 Minute 
[5 Minutes] 

10 Minutes 

15 Minutes 

30 Minutes 

1 Hour 

2 Hours 

3 Hours 

8 Hours 

24 Hours 

自動□ックアウト遅延を設定します。 

Enter Remote Control 
Password 

7 文字までの英数字 

リモートコント□-ルパスワードを入力しま 
す。 

Enter Remote Control 
Password Again 

7 文字までの英数字 

リモートコント□—ルパスワードを再入力し 
ます。 

Save New Remote Control 
Password 

- 

新たに設定したリモートコント□ールパスワ 
ードを保をします。 

Delete Remote Control 
Password 

- 

設定したリモートコント□ールパスワードを 
削除します。 


D D 


D D 


4 システムの n ンフイグレ—シヨン 
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start Options 

Main メニューで rs ねけ Options 」 サブメニューを選択すると、 JU 下の画面が表示されます。 
を項目については次ページの表を参照してください。 


Start Options 

■ Start up Sequence Options 


Planar Ethernet PXD/ DHCP 

□ Disabled^ 

PCI Device Boot Priority 

□ Planar SCSIQ 

Disketteless Operation 

□ Disabled^ 

Displayless Operation 

□ DisabledD 

Keyboard less Operation 

□ DisabledD 

Keyboard Numlock State 

□ OffD 

Boot on POST / BIOS Error 

□ DisabledD 

Boot Fail Count 

□ Enabled^ 

Rehook INT19h 

□ Enabled^ 

Virus Detection 

□ DisabledD 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Startup Sequence Options 

- 

選択するとサブメニューを表示します。 

Planar Ethernet PXE/DHCP 

[Disabled] 

Planar Ethernet 

標準搭載の LAN コント□-ラの PXE/DHCP の 
有効/無効を設定します。 

PCI Device Boot Priority 

[Planar SCSI] 

Slot 1 

Slot 2 

Slots 

Slot 4 

Slot 己 

Slot 6 

標準搭載の SCSI コント□ーラと各 PCI ス□、ソ 
卜の中で目 oot させたいデバイスを巧定しま 
す。 

なお、 PCI ス□、ソトの Boot 優先順位は Default 
で PCI#1 一 PCI#2 一 PCI#6 一 PCI#5 一 PCI#3 
一 PCI#4 の順です。 

Disketteless Operation 

[Disabled] 

Enabled 

フ□、ソピーディスクドライブを使用しないで 
システムを運用するかどうかを設定します。 

Displayless Operation 

[Disabled] 

Enabled 

ディスプレイを使用しないでシステムを運用 
するかどうかを設定します。 

Keyboardless Operation 

[Disabled] 

Enabled 

キーボードを使用しないでシステムを運用す 
るかどうかを設定します。 

Keyboard NumLock State 

[Off] 

On 

システム起動後の NumLock の有効/無効を設 
疋しまで。 

目〇饥 on POST/BIOS Error 

[Disabled] 

Enabled 

POST でエラーを横化して SETUP メニューじ 
移行した際に、忙 nabled] じ設定すると30秒 
iU 内にキー入力がなければ0 S を起動しま 
す。 [Disabled] に設定すると SETUP メニュ ー 
でキー入力待ちとなります。 

Boot Fail Count 

[Enabled] 

Disabled 

目 oot に失敗した回数のカウントの有効/無効 
を設定します。 [Enabled] に設定すると、3回 
続けて Boot (こ失敗した時、 POST:062 エラー 
をお化して、 BIOS を化荷時の設定に戻しま 
す。正 nabled] (こ設定してください。 

Rehook INT 19h 

Enabled 

[Disabled] 

正 nable 州に設定すると、任意のアダプタに割 
り当て6れていた INT19h の制御が戻さ 
れ、 INT 1 9h は Boot の優先順位に従って該当 
するアタ'プタに割り当て6れます。 

[Disable 州に設定してください。 

Virus Detection 

[Disabled] 

Enabled 

標準で組み込まれているウィルスお出プ□グ 
ラムの起動時の有効/無効を設定します。 


[]: 化荷時の設定 


— "〇 • BIOS の設定をデフオルト値に戻したり、 CMOS の内容をクリアすると、 FRehook 
I NT 19ゎ」の設定は出荷時の内容には戻りません。 

• BIOS の設定をデフオルト値に戻したり、 CMOS の内容をクリアした繳ま、 FRehook 
INT 19ゎ」を^：、ず上記の設定に変更し直してください。 
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startup Sequence Options 


Startup Options サブメニユーの ！" Startup Sequence Options 」 サブメニユーを選択する 
と、 W 下の画面が表示されます。 


Startup Sequence Options 

Primary Startup Seqence: 

First Startup Device 

日 CD-ROM。 

Second Startup Device 

□ Diskette Drive OQ 

Third Startup Device 

□ Hard DiskOQ 

Fourth Startup Device 

□ Net wo 咕 

Wake On LAN 

□ Disabled^ 

Wake on Lan Startup Seqence: 

First Startup Device 

日 CD-ROM。 

Second Startup Device 

□ Diskette Drive OQ 

Third Startup Device 

□ Hard DiskOQ 

Fourth Startup Device 

□ NetworkO 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

First Startup Device 

Disabled 
DisketteDrive 0 

Hard Disk 0 

Hard Disk 1 
[CD ROM] 

LS-120 

Network 

目〇饥デバイスの優先順位を設定します。 

1番目に優先されるデバイスを設定します。 

化荷時は 「CD-ROM」 に設定されています。 

Second Startup Device 

Disabled 

[Diskette Drive 0] 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

Network 

Boot デバイスの優先順位を設定します。 

2番目(こ優先されるデバイスを設定します。 

化荷時は 「Diskette Drive OJ に設定されてい 
ます。 

Third Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
[Hard Disk 0] 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

Network 

Bo 饥デバイスの優先順位を設定します。 

3番目(こ優先されるデバイスを設定します。 
出荷時は 「Hard DiskO」 に設定されていま 
す。 

Fourth Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

[Network] 

Bo 饥デバイスの優先順位を設定します。 

4番目に優先されるデバイスを設定します。 

化荷時は 「Network」 に設定されています。 


[]： 出荷時の設定 


<タページに続く > 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効/無効を設定します。正 nable 州(こ設 
定すると Wake on LAN スタートアップシーケ 
ンス(こ従って目 oot します。 

First Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 
[CD ROM] 

LS-120 

Network 

Wake On LAN を [Enabled] (こした場合(こ有効 
となります。 Wake on LAN 時の1番目(こ優先 
されるデバイスを設定します。出荷時は 
「CD-ROM」 に設定されています。 

Second Startup Device 

Disabled 

[Diskette Drive 0] 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

Network Wake On LAN を [Enabled] (こした場 
合(こ有効となります。 Wake on LAN 時の2番 
目(こ優先されるデパイスを設定します。出荷 
時は 「Diskette Drive OJ (こ設定されていま 
す。 

Third Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
[Hard Disk 0] 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

Network 

Wake On LAN を [Enabled] (こした場合に有効 
となります。 Wake on LAN 時の3番目(こ優先 
されるデバイスを設定します。出荷時は 
「Hard Disk 0」じ設定されています。 

Fourth Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

[Network] 

Wake On LAN を [Enabled] (こした場合に有効 
となります。 Wake on LAN 時の4番目(こ優先 
されるデバイスを設定します。出荷時は 
「Network」 （こ設定されています。 


]: 化荷時の設定 


EXPRESS 目 UILDER を起動する場合は、 Primary Startup Sequence: の設定は前のぺ- 
に示す順番(出荷時の設定）にしてください。 


-ジ 
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Advanced Setup 

Main メニューで 「Advanced Setup 」 サブメニューを選択すると、 JU 下の画面が表示されま 
す。 


Advanced Setup 

Warning: 


Items on the following menus control 


advanced hardware features. If they 


are configured incorrectly, the system 


might malfunction. 


System Partition Visibility 

□ HiddenD 

CEC2 Processor/ Memory Card State 

□ EnabledD 

■ CPU Socket State 


■ Memory Settings 


■ CPU Options 


■ PCI Slot/ Device Information 


■ Advanced System Mnagement Processor Settings 

■ Scalability Port Configuration 



を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

System Partition Visibility 

[Hidden] 

Visible 

システムパーティシヨン参照の巧/否を設定し 
ます。本設定は 「Hidden」 （こ設定してくださ 
い。 

CEC2 Processor/Memory 
Card State 

[Enabled] 

Disabled 

増設 CPU メモリバックボードでエラーを検出 
すると 「Disabled」 となり、システムか6切 
り離されます。増設 CPU メモリバックボード 
対奥後は 「Enabled」 に設定してエラーを解 
除し、システムを再起動させてください。 

CPU Socket State 

- 

選択するとサブメニューを表示します。 

Memory Settings 

- 

CPU Options 

- 

PCI Slot/Device Information 

- 

Advanced System 
Management Processor 
Settings 

- 

Scalability Port 

Configuration 

- 


[]： 出荷時の設定 


84 
















CPU Socket Status 

Advanced Setup サブメニューで 「CPU Socket State 」 サブメニューを選択すると、 U 下の 
画面が表示されます。 


CPU Socket State 


Processor 1 

□ 

EnabledD 

Processor 2 

□ 

EnabledD 

Processor 3 

□ 

EnabledD 

Processor 4 

□ 

EnabledD 

Processor 5 

□ 

EnabledD 

Processor 6 

□ 

EnabledD 

Processor 7 

□ 

EnabledD 

Processor 8 

□ 

EnabledD 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor 1 - 8 

[ Enabled ] 

Disabled 

CPU のエラーを横化すると 「Disabled」 とな 
り、システムか6切り離されます。 CPU 交換 
後は 「Enabled」 に設定してエラーを解除 
し、システムを再起動させてください。 


[]： 化荷時の設定 


Memory Settings 

Advanced Setup サブメニューで 「Memory Settings 」 サブメニューを選択すると、下の 
画面が表示されます。 


Memory Settings 

■ Memory Mirroring Settings 

■ CEC1 

■ CEC2 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Memory Mirroring Settings 

- 

選択するとサブメニューを表示します。 

CEC 1 

- 

CEC2 

- 


[]: 化荷時の設定 
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Memory Mirroring Settings 

Memory Settings サブメニューで 「Memory Mirroring Settings 」 サブメニューを選択する 
と、 ]：> (下の画面が表示されます。 


Memory Mirrorina Settings 


CEC 1 □ Disabled^ 

CEC2 □ DisabledQ 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

CEC 1 

[Disabled] 

Enabled 

標準搭載されている CPU メモリバックボード 
のメモリミラーリングの有効/無効を設定し 
ます。忙 nabled] (こ設定すると搭載されたメ 
モリをミラーリングします。但しミラーリン 
グを巧うとメモリ容量は搭載されている実メ 
モリ容量の1/2(こなります。 

CEC2 

[Disabled] 

Enabled 

オプシヨンの増設 CPU メモリバックボードの 
メモリミラーリングの有効/無効を設定しま 
す。 [Enabled] じ設定すると搭載されたメモ 
リをミラーリングします。但しミラーリング 
を巧うとメモリ容量は搭載されている実メモ 
リ容量の1/2(こなります。 


[]： 化荷時の設定 


Pl ; バンク 1-2 と 3-4 において、両方のバンクのペアは、異なるテクノロジや容量であっても問題 

ありません。例えば、バンク1と2に SingleSided の 128 Mb テクノロジの 256 MBDIMM を各 
4枚、バンク3と4には Double Sided の 256 MB テクノロジの51 2 MB DIMM を各4枚実装した場 
合、ミラーリング機能は使用できます。この場合、全メモリ容量は 6 GB ですが、メモリミ 
ラーリングを行うと容量は 3 GB になります。 

n-o システム起動時にメモリエラーを検出したり、搭載した DIMM びミラーリング機能に対応 
しない構成でメモリミラーリング機能を有効にした場台は、システム起動または再起動時に 
メモリミラーリング機能は無効になりまず。 


CEC1 

Memory Settings サブメニューで rCEC 1」 サブメニューを選択すると、 trF の画面が表示さ 
れます。 


CEC1 


RowO 

□ Row Is Enabled^ 

Row 1 

□ Row Is EmptyD 

Row 2 

□ Row Is EmptyD 

Row 3 

□ Row Is EmptyD 

Row 4 

□ Row Is EmptyD 

Row 5 

□ Row Is EmptyD 

Row 6 

□ Row Is EmptyD 

Row 7 

□ Row Is EmptyD 
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を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Row 0 - 7 

[Row Is Enabled ] 
Row Is Disabled 
Row Is Empty 

標準搭載の CPU メモリバックボード上 
で DIMM のエラーを横化すると該当の Row が 
「Row Is Disabled」 となり、システムか6切 
り離されます。 DIMM 巧換後は 「Row Is 
Enabled」 に設定してエラーを解除し、シス 
テムを再起動させて<ださい。また、正常 
な Row は 「Row Is Enabled」 と表示され、何 
も実装されていない Row は [Row Is Empty」 

と表示されます。 


[]: 出荷時の設定 


CEC2 

Memory Settings サブメニューで rCEC 2」 サブメニューを選択すると、下の画面が表示さ 
れます。 


CEC2 

RowO 

□ Row Is Enabled^ 

Row 1 

□ Row Is EmptyD 

Row 2 

□ Row Is EmptyD 

Row 3 

□ Row Is EmptyD 

Row 4 

□ Row Is EmptyD 

Row 5 

□ Row Is EmptyD 

Row 6 

□ Row Is EmptyD 

Row 7 

□ Row Is EmptyD 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Row 0 - 7 

[Row Is Enabled ] 
Row Is Disabled 
Row Is Empty 

オプションの CPU メモリバックボード上 
で DIMM のエラーをお化すると該当の Row は 
「Row Is Disabled」 となり、システムか6切 
り離されます。 DIMM を換後は 「Row Is 
Enabled」 （こ設定してエラーを解除し、シス 
テムを再起動させて<ださい。また、正常 
な Row は 「Row Is Enabled」 と表示され、何 
も実装されていない Row は 「Row Is Empty」 

と表示されます。 


[]： 出荷時の設定 
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CPU Options 

サブメニューで rCPU Options 」 サブメニューを選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


CPU Options 

Hype 卜 Threading Technology □ Enabled^ 

System Cache Type □ Write BackQ 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Hyper-Threading 

Technology 

[ Disabled ] 

Enabled 

Hyper-Threading Technology 機能の有効/ 
無効を設定します。有効 ( Enabled ) に設定 
すると、 ACPI モード(こおいて Hyper - 
Threading Technology を使用します。ま 
た、 POST 上や OS か6はプ□セ、ソサの数が実 
隙こ搭載されている数の倍の表示(こなります。 
Windows 2000をインストールする場合は、 
「 Disabled 」 に設定してください。 
インストール後、本機能を有効にさせたい場 
合は 、 Service Pack 2 U 降が適用されている 
必要があります。 

System Cache Type 

[Write Back ] 

Write Through 

CPU のキャッシュのモードを設定します。 
「 Write 目 ack 」 に設定するとシステム 
パフォーマンスが向上します。 


[]： 出荷時の設定 


PCI Slot/Device Information 

Advanced Setup サブメニユーで 「PCI Slot/Device Informatiori 」 サブメニユーを選択する 
と、 W 下の画面が表示されます 。 PCI Slot Information サブメニユーでは PCI ス□、ソトと、 
ス□ツトに搭載したボードの情報を表示したり、構成を変更することができます。 W 下の画 
面は PCI Slot 1じ N 8103 -56 SCSI コント□—ラ 、 PCI Slot 6じ N 8104 -103 1000巨 ASE-T 
接続ボードを搭載した場合の例です。 PCI ボードが搭載されていないス□、ソトは 「Empty 
Slot 」 と表示されます。 


PCI Slot Information 


Slot 

Bus 

Dev 

Function 

Device type 

■ 

*0 

00 

00 

00 

Host Bridge 

■ 

1 

02 

01 

00 

SCSI Bus Controller 

■ 

2 

Empty Slot 




■ 

3 

Empty Slot 




■ 

4 

Empty Slot 




■ 

5 

07 

03 

00 

Ethernet Controller 

■ 

6 

Empty Slot 





PCI Device Information 

APCI Slot/Device Information サブメニユーで 「PCI Device Information 」 サブメニユーを選 
択すると、 JU 下の画面が表示されます。ス□ット2を選択した場合を例にして説明します。 
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PCI Device Information 


Next Device Select: 

Previous Device Select: 

■ Display PCI Configuration Space Dump 


Set Dev に e to System Generated Values 

Slot #: 

01 

Device Type: 

SCSI Bus Controller 

Bus#: 

02 

Device #: 

01 

Function #: 

00 

Vendor ID: 

1077 

Device ID: 

2200 

Revision #: 

05 

PF Status: 

Resources assigned OK 

Base Address Registers (Read Only): 

Base Address Register 0: 

00005001 

Base Address Register 1 : 

FO 420000 

Base Address Register 2: 

00000000 

Base Address Register 3: 

00000000 

Base Address Register 4: 

00000000 

Base Address Register 5: 

00000000 

IRQ Selection: 

IRQ Current Value: 

IRQIO 

IRQ New Value Select: 

[Sys Generated ] 

Latency Timer: 

Latency Timer Current Value(Hex): 

FO 

Do you want the system to assign a value? 

[YES] 

Latency Timer (Choice in Hex): 

Not Active 

ROM Segment Current Value: 

CD40 

Do you want the system to assign a value? 

[YES] 

ROM Segment New Value: 

Not Active 

Initial ROM Size(KB): 

44 

RunTime ROM Size(KB): 

00 

Device Enable/ Disable: 

Option ROM Execution: 

[Enabled ] 

10 Decode Current Value: 

Enabled 

10 Decode New Value: 

[Enabled ] 

Memory Decode Current Value: 

Enabled 

Memory Decode New Value: 

[Enabled ] 

Bus Master Decode Current Value: 

Enabled 

Bus Master Decode New Value: 

[Enabled ] 


4 システムの n ンフイグレ—シヨン 
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を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Next Device Select 

- 

同じス□、ソト内の次のデバイスの情報を表示 
します（表示のみ）。次に表示するデバイス 
がなければ一番初めのデバイスを表示しま 
ず。 

Previous Device Select 

- 

同じス□、ソト内の前のデバイスの情報を表示 
します（表示のみ）。前(こ表示するデバイス 
がなければ最後のデノ イスを表示します。 

Display PCI Configuration 
Space Dump 

- 

選択ずるとサブメニューを表示します。 

Set Device to System 
Generated Values 

Slot # 

- 

選択した PC 1ス□、ソト番号を表示しまず 
(表示のみ）。 

Device Type 

- 

PCI デバイスのタイプを表示します（表示の 
み）。 

Bus # 

- 

選択したス□、ソトの PCI バスナンパを表示しま 
ず（表示のみ）。 

Device # 

- 

PCI デバイスナンバを表示します（表示の 
み）。 

Function # 

- 

PCI デバイスのファンクションナンバを表示し 
まず（表示のみ）。 

Vendor ID 

- 

PCI デバイスのベンダ ID を表示します康示の 
み）。 

Device ID 

- 

PCI デバイスのデバイス ID を表示します康示 
のみ）。 

Revision # 

- 

PCI デバイスのレビジョンを表示します（表示 
のみ）。 

PF Status 

- 

PCI デバイスの P F の状態を表示しまず（表示 
のみ）。 

Base Address Registers 
(Read Only ) 



Base Address RegisterO 〜己 

- 

PCI デバイスノベースアドレスレジスタを表示 
します（表示のみ）。アクティブ(こなってい 
ないベースアドレスレジスタはグレーで表示 
されます。 

IRQ Current Value 

- 

PCI デバイスの IRQ を表示します。この値を変 
要したい場合は 、 Advanced Setup サブメニ 
ューの 「 PCI 目 us Control 」 で変更できます。 

Latency Timer 



Latency Timer Current 
Value ( Hex ) 

- 

PCI デバイスで使用されるレイテンシタイマの 
値を表示します（表示のみ）。この値を変更 
したい場合は 、 Advanced Setup サブメニュ 
-の fCI 目 US Control 」 で変更できます。 


<タページ(こ続く > 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Do you want the system to 
assign a value ? 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 を選択すると、システム ( POST ) は次 
の起動でレイテンシタイマの値を自動的にミ夫 
定します。「 N 0」（こ設定するとシステムは次 
の起動時にレイテンシタイマの値を設定しな 
いため、次項で設定を巧う必要があります。 

本設定は 「 Yes 」 に設定してください。 

Latency Timer (Choice in Hex ) 

- 

Do you want the system to assign a value を 
「 No 」 に設定した場合のみ有効になります。 

ROM Segment Current 

Value 

- 

搭載した PCI デバイスが ROM セグメントアド 
レス(こ適用しない場合は 「 N 饥 Active 」 と表 
示されます。適用する場合は、現状割り当て 
6れている ROM セグメントアドレスを表示 
し、次の項目で任意の值(こ設定することがで 
きます。 

Do you want the system to 
assign a value ? 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 を選択すると、システム ( POST ) は次 
の起動で ROM セグメントアドレスの値を自動 
的にま定します。「 N 0」に設定するとシステ 
ムは次の起動時に ROM セグメントアドレスを 
設定しないため、次項で設定を巧う必要があ 
ります。本設定は 「 Yes 」 に設定してください。 

ROM Segment New Value 

- 

Do you want the system to assign a value を 
「 N 0」に設定した場合のみ有効(こなります。 

Initial ROM Size ( KB ) 

- 

PCI デバイスのイニシャル ROM の値を表示し 
ます（表示のみ）。 

RunTime ROM Size ( KB ) 

Option ROM Execution 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスのオプション ROM 展開の有効/ 
無効を設定します。グラフィックスアクセラ 
レータボードおよびディスクアレイコント □ 
-ラボードを取り付ける際には 「 Enabled 」 

に設定してください。なお、オプション ROM 
を搭載しないデバイスは 「 N 如 Active 」 と表 
示されます。 

10 Decode Current Value 

Enabled 

PCI デバイスの I / O の有効/無効を表示します 
(表示のみ）。 

10 Decode New Value 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスの I / O の有効/無効を設定しま 
す。 

Memory Decode Current 
Value 

Enabled 

PCI デバイスのメモリの有効/無効を表示しま 
す（表示のみ）。 

Memory Decode New Value 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスの I / O 、メモリ、目 US マスタの有 
効/無効を設定します。 

Bus Master Decode Current 
Value 

Enabled 

PCI デバイスの目 US マスタの有効/無効を表示 
します（表示のみ）。 

Bus Master Decode New 
Value 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスの Bus マスタの有効/無効を設定 
します。 


[]: 出荷時の設定 
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Display PCI Configuration Space Dump 

PCI Device Information サブメニューで 「Display PCI Configuration Space Dump 」 サブメ 
ニューを選択すると、 PCI のコンフィグレーション空間が表示されます（表示のみ）。 


System Generated Request menu 

Set this PCI device to system generated values 
Keep changes made to save on exit. 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Set this PCI device to 
system generated values 

- 

< Enter > キーを押すと PCI デバイスをシステム 
で生成された値にセツトし直します。 

Keep changes made to 
save on exit . 

- 

< Enter > キーを押すと、このユーティリティ 
を終了する際に変更したすべての内容を保を 
できるように保持します。 


Advanced System Management Processor Settings 

Advanced Setup サブメニューで 「Advanced System Management Processor Settings 」 
サブメニューを選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


AdvancedSystem Mnagement Processor Setting 
Reboot System on NMI □ EnabledD 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Reboot System on NMI 

Disabled 

[ Enabled ] 

NMI 発生後、システムを再起動する/しない 
を設定します。 


[]： 化荷時の設定 


Scalability Port Configuration 

Advanced Setup サブメニューで ！" Scalability Port Configuration 」 サブメニューを選択する 
と、 W 下のように Scalability Port の接続情報が表示されます。 


Scalability Port Configuration 
None 0 Port Node 1 Port 2 -> Node 1 Port 2 
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Error Logs 

Main メニューで 「Error Logs 」 サブメニューを選択すると、 W 下の画面が表示されます。 
それぞれのサブメニューについて選択すると下の画面が表示されます。 


Error Logs 

■ POST Error Log 

■ System Error Log 


POST Error Log 

POST 中に橫化したエラーのうち、最新の 3 つのエラーを表示します。く Erite「> 羊一を押す 
と、 POST エラー□グがクリアされます。く Esc> キーを押すとこのメニューを終了し、 
POST エラー□グはそのまま残ります。 


POST Error Log 

Entry 1 : 

none 

Entry 2: 

none 

Entry 3: 

none 

Clear error logs 



System Error Log 


System Error Log 

Date/Time: 

2002/05/07 20:38:48 

DMI Type: 

Souse: 

SERVPROC 

Error Code: 

Error Code: 

Error Data: 

Remote Login Successful. Login ID: ぃ USER ID' 
from WE 巳 browser at IP@=192.168.10.98' 

Error Data: 

This is the last error log entry. 

Press down arrow to see earlier entries. 

Clear error logs 



を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

System Error Log 

- 

POST 中に SMI 八ンドラやシステムサービス 
プ□セ、ソサでお化したイベントを Error Code : 
に表示します。はじめに最新のイベントを表 
示し、 < t >、 < i >キーを使用して画面をスク 
□ールし、それ前にエントリされたイベン 
卜を表示させます。 < Enter > キーを押すとす 
ベてのイベント情報がクリアされます 。 Error 
Code : に表示されるイベントは動作に支障の 
ない情報も表示されます。 
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Save Settings 

BIOS Setup ユーティリティを終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内 
に保存する時に、この項目を選択します 。 Save Settings を選択すると、確認の画面が表示 
されます。ここで、 < Ente 「> キーを押すと CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存します。 < Es に 
车一を押すと目 IOS Setup ユーティリティの画面に戻ります。 


Restore Settings 

新たに CMOS じ値を保をする前に今回の変更を W 前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します 。 Restore Settings を選択すると、磕認の画面が表示されます。ここで、く Erite 「> 
キ-を押すとじ(前の値に戻ります。く Es に羊一を押すと BIOS Setup ユーティリティの画面 
に戻ります。 


Load Default Settings 

BIOS Setup ユーティリティのすべての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択 
します 。 Load Default Settings を選択すると、磕認の画面が表示されます。ここで、 

く Ente 「> キーを押すとデフォルト值に戻ります。 < Esc > 车一を押すと目 IOS Setup ユーティ 
リティの画面に戻ります。 

^ デフォルト値は出荷時の設定と異なります。デフォルト値にした後は、67ぺージ(設定内容 
[ P ； 列のセーブ関連)の説明を参照して出荷時の設定(こ直してください。 


Exit Setup 

目 IOS Setup ユーティリティを終わらせたい時にこの項目を選択します。ここで、 「 Yes , exit 
the Setup Utility 」 を選択すると目 IOS Setup ユーティリティを終了します。もし 、 BIOS 
Setup ユーティリティの内容を変更している場合には、 W 下のように変更内容を保存するか 
どうかの磕認メ、ソセージが表示されます。ここで、 [ Yes , save and exit the Setup Utility .」 
を選択すると変更した内容を CMOS 内に保存して目 IOS Setup ユーティリティを終了し、 
Express サーバは自動的にシステムを再起動します。 [ No , exit the Setup Utility without 
saving 」 を選択すると、変更した内容を保存しないで BIOS Setup ユーティリティを終わら 
せることができます。 


Exit Setup 

Settings were chenged. 

Do you want to save them? 

Yes, save and exit the Setup Utility. 

No, exit the Setup Utility without saving. 
No, return to the Setup Utility. 
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CMOS • パスワードのクリア 


BIOS Setup ユーティリティでは、 Express サーバ内部のデータを第三者から保護するため 
に独自のパスワードを設をすることができます。万一、パスワードを忘れてしまったときな 
どは、ここで説明する方までパスワードをクリアすることができます。 

パスワードのクリアは、 Express サーバの CMOS に保存されている内容をクリアすることに 
より実行されます。 

CMOS に保をされている内容をクリアした後、 EXPRESSBUILDER から目 IOS Setup ユー 
ティリティの設を情報を保存し直すことじより、パスワードじ(外の設定情報は CMOS をクリ 
アする前の状態に戻されます。 


— "〇 CMOS の内容をクリアずると BIOS Setup ユーテイリテイの設定内容びすべてデフオルト 

の設定になり、出荷時の設定には戻りません。 CMOS の内容をクリアした樹ホ、必ず出荷 
時の設定内容を反映させて設定し直してください(目7ページ参照)。 


■ I ： 設をしているパスワードをクリアしてパスワードを無効にしたい場合は、 BIOS Setup ユー 

L 卜 vjT I ティリティからでも行えます。 

[System Security ]-^[ Power-on Password ]- ►ブランクに設定： 

[System Security]-^[Administrator Password ]- ►ブランクに設定： 



4 


CMOS (パスワード情報を含む)のクリアは I / O ボード上のジャンパスイ、ソチを操作して行い 
ます。クリアする方法を次に示します。 






装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こするまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 Mi 
ページ於降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 


シ 

之 

I 

の 

□ 

ン 

フ 

イ 

グ 

レ 

I 

シ 

B 

ン 


1. EXPRESS 目 ULDER を起動し、「ツールメニュー」一 「 RAS ユーティリティ」一 「BIOS Setup 情報の 
セーブ」か6、フ□、ソピーディスク(こ BIOS Setup ユーティリティの設定情報を保をする。 

2. 210ぺージを参照して Express サーバの電源を OFR こして、電源コードをコンセントか6あく。 

3. 2章を参照して Express サーバをラックか6引き化す。 

4. 216ぺージを参照してトップカバーを開く。 

己. 252ページを参照して Fan 3 、 Fan 4を取り外す。 

巨.ジャンパスイッチの設定を変更する。 



• その他のジャンパの設定は変更しないでください。 Express サーバの故障や誤動作の原因 
となります。 

• クリップをサーバ内部へ落とさないようま意してください。 


ジャンパスイ、ソチは次ページ図の位置にあります。 
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」19 の 1-2 ピンをショート： CMOS の内容を保護する（出荷時の設定） 

」19の 2-3 ピンをショート： CMOS の内容をクリアする 

7. Express サーバを元どおりに組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

8 . EXPRESS 目 ULDER を起動し、「ツールメニュー」一 「 RAS ユーティリティ」一 「BIOS Setup 情報の 
リストア」か6、手順1でフ□、ソピーディスクに保存した BIOS Setup ユーティリティの設定情報 
をリストアする。 

9. BIOS Setup ユーティリティを起動しパスワードを設定し直す。 

10. 変更した内容を保存して BIOS Setup ユーティリティを終了する。 

11. Express サーバの電源を OFF じして、電源〕ードをコンセントか6あく。 

12 . ジャンパスイッチの設定を元(こ戻した後、もう一度電源を ON (こして立ち上げ直す。 
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SCSI BIOS 


- SCSISe/ect- 


rSCSISe/e な」ユーティリティは I/O ボード上の SCSI コント□ーラ（またはオプションボード上の SCSI コン 
卜□ーラ）に対してを種設定を行うためのユーティリティで、起動には特殊な起動ディスクなどを使用せず 
じ、 POST の実行中に簡単なキー操作から起動することができます。 



リテイの用途 


SCSISe / e がユーティリティは、主に接続される SCSI 装置の転送速度の設をを行う場合(外付 
け DAT などのバックアップデバイスを接続する場合）に使用します。 


SCSI のコンフイグレーシヨンは SCSI コント□—ラ単位に個別にユーテイリテイを起動し 
て設定しなければなりません。 Express サーバ内には SCSI コント□-ラび1つ搭載されて 
いまず。 

オプシヨンの SCSI コント□-ラボードを増設した場 S ホ、 Express ヴーノ V '内蔵の SCSI コ 
ント□—ラに加え増設した枚数分の SCSI コント□—ラの設定び必要です。また、設定を変 
要ずるために使用ずるユーテイリテイも異なる場合びあります。 


I / O ボード巧蔵のコントローラに巧する設定 


Express サーバの I / O ボードに搭載されている SCSI コント□-ラに対する設定の変更方まに 
ついて説明します。オプションの SCSI コント□ーラおよびに接続した SCSI 装置に対する設 
定じついては、「オプションボードのコント□ーラに対する設定」を参照してください。 


Express サーバには、最新のパ’ージョンの SCSISe / e がユーティリティびインス I ルさ 
れていまず。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びありまず。本書と 
異なる設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い合ね 
せて < ださい。 


起動 

SCSISe / e なユーティリティの起動から終了までの方まを次に示します。 

1 . Express サーバの電源を ON (こする。 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示します。 


増設した SCSI コント□—ラの枚数分表示されます。 


Adaptec SCSI BIOS v. 3.10 

(c) 2001 Adaptec, Inc. All Rights Reserved 

444 Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility! ^ ^ ^ 


4 システムの n ンフイグレ—シヨン 
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2. < Ctrl > キーを押しなが 6< A > キーを押す。 

SCS \ Selec 任ーティ リティが起動し、 「 Main 」 メニユーを表示します。 

3. 力ーソルキーを使って 「 A に-7899 A at slot 00 01:03:00」または 「 A に-7899目 at slot 00 01: 
03:01」を選択して < Enter > キーを押す。 


AIC-7899 A at slot 00 01:03:00 
AIC-7899 B at slot 00 01:03:01 


I / O ボードの SCSI コント□-ラにはチャネルが 2 つあります。チャネル A (01:03:00) は Ultra 160 
SCSI コネクタ（八ードディスク用）を、チャネル目 （0 1:03:01 ) は Ultra 160 SCSI コネクタ（外部 
SCSI ( Wide ) コネクタ用）を示します。 

選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4. オプションか6メニューを選択して < Enter > キーを押す。 

- Options - 


Configure/View Host Adapter Settings 


SCSI Disk Utilities 


アダプタ（選択したチャネル）やチャネル(こ接続されているデバイス(こ対して設定したいときは、 
「 Configure/View Host Adapter Settings 」 を選択します。 

選択したチャネルに接続された八ードディスクのフォーマツトやベリファイ、およびチャネルに 
接続されたデバイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilities 」 を選択します。 

詳しい内容についてはじ(降の説明を参照して < ださい。 


ConTigure/View Host Adapter Settings 

設定!するチヤネルを選択後じ表示される 「 Options 」 メニユーで rConfigure/View Host 
Adapter Settings 」 を選択すると画面が表示されます。 

- Configuration - 

SCSI Bus Interface Definitions 


SCSI Controller ID .7 

SCSI Controller Parity.Enabled 

SCSI Controller Termination.Enabled 

Additional Options 

Boot Device Configuration.Press <Enter> 

SCSI Device Configuration.Press <Enter> 

Advanced Configuration.Press <Enter> 


<F6> - Reset to SCSI Controller Defaults 


次にメニューとパラメータを説明します。ここでの説明を参照して最適な状態に設をしてく 
ださい。 
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SCSI Bus Interface Definitions 

「SCSI Bus Interface Definitions 」 にある 3 つの項目は、羊ーボードの力ーソル(く ^ >羊一/ 
< t > 车一）で項目を選択してから、く£が6「>车一を押して変更する項目を巧をします。パラ 
メータの選択はカーソル (< 1 >车 一/く 丫 >キー）を使用します。それぞれの機能とパラメータ 
は次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

〇〜[て!〜巧 

r ?」 に設定してください。 

SCSI Controller Parity 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

SCSI Controller 

Termination 

[ Enabled ] 

Disabled 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 
「 Enabled 」 に設定してください。 


[]： 化荷時の設定 


Additional Configuration 

「Additional Configuration 」 にある3つの項目はキーボードの力ーソル(く^ >キー/<个 >车一 ） 
で項目を選択してから、く£が6「>车一を押すとそれぞれのサブメニューが表示されます。サ 
ブメニューにある項目は车ーボードのカーソル (く I >+-/< t >キー）で項目を選択してか 
ら、 く Erite「> 羊一を押して変更する項目をま定します。パラメータの選択はカーソル (< 古> 
キー/<丫>キー）を使用します。 

• Boot Device Options 

「Boot Device Options 」 じ力ーソルを合わせてく Erite 「> 羊一を押すと次のような表示に 
変わります。 

— Boot Device Configuration 

Select SCSI peripheral irom which to boot. 

To view peripheral by ID# select "SCSI Disk Utilities" from previous menu. 

Boot Channel.A First 

Boot SCSI ID .0 

—— Options Listed Below Have NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled —— 
Boot LUN Number .0 


メニュー内の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 
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項目 

パラメータ 

機能/設定 

Master SCSI Controller 

A に- 7899 A at slot 00 01:03:00 

Master 側の SCSI コント□ー ラを表示 
します。 

目〇饥 SCSI Controller 

[ AIC -7899 A at slot 00 01:03:00] 
AIC -7899 B at slot 00 01:03:01 

OS が接続されているチャネル側(こ設 
定してください。 

Boot SCSI ID 

[0] 〜 1 己 

「0」に設定してください。 

Boot LUN Number 

間〜 7 

「0」に設定してください。 


[]: 化荷時の設定 


• SCSI Device Configuration 

「SCSI Device Configuration 」 に力ーソルを合わせて < Ente 「> 羊一を押すと次のような表 
示に変わります。 


- SCSI Device Configuration- 






SCSI Device ID 

#0 

#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

片 7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) … 

-- 160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

■ ■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 


Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

- Options Listed Below Have NO EFFECT if Int 13 Support is Disabled — 

— 

BIOS Multiple LUN Support .... 

..No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

.-Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

--Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

■ ■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 


Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

- Options Listed Below Have NO EFFECT if Int 13 Support is Disabled — 

— 

BIOS Multiple LUN Support .... 

..No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

.■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


メニュー内の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 

M-O 設定は各 SCSI ID ごとに巧えます。夕ーゲットとなる装置の SCSI ID を確認してか5設定 
を変更してください。 


，: 追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「 Options 」 メニユーで 「SCSI Disk 

U 川け ies 」 を選択してください。しばらくすると 、 SCSI ID とが応するデバイスの画面が表示 
されます。詳しくはこの後の 「SCSI Disk U 川け ies 」 を参照してください。 

































項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transrer Rate 
( MB / Sec ) 

[160] 20.0 

80.0 16.0 

己 3.4 13.4 

40.0 10.0 

32.0 ASYN 

26.8 

通常は r 1 60」に設定してください。 

(この値は接続するオプション(こよって変 
更が必要な場合があります。 

詳し < はオプション(こ添付の説明書を 
参照して< ださい。 

Initiate Wide 

Negotiation 

[ Yes ] 

No 

接続した SCSI 装置が Wide SCSI に対応し 
ているときは 「 Yes 」 に設定してください。 
対応していないときは、 「 No 」 (こ設定して 
ください。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してください。 

Send Start Unit 

Command 

[ Yes ] 

No 

八ードディスクに対して使用する場合は 
「 Yes 」 (こ設定して<ださい。それ iU かの場 
合は、「 N 0」に設定してください。 

BIOS Multiple LUN 

Support 

Yes 

[ No ] 

「 N 0」に設定してください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 (こ設定してください。 


[]: 出荷時の設定 

オプションの SCSI 装置に対する 「Initiate Wide Negotiation 」 の設走:値を JU 下に示しま 
す。 


デバイス 

型名 

Initiate Wide Negotiation 

内蔵 3.5 "MO 

N 81己 1-2 己 

No 

内蔵 DAT 

N 8151-12 BC 

No 

内蔵 DAT 

N 8151-26 

Yes 

内蔵 DAT 集合型 

N 8151-13 AC 

No 

内蔵 DAT 集合型 

N 8151-27 

Yes 

内蔵 DAT 集合型 

N 8151-39 

Yes 

内蔵 SDLT 

N 8151-38 

Yes 

内蔵 AIT 

N 8151-34 

Yes 

内蔵 AIT 

N 8151-28 

Yes 

内蔵 AIT 

N 8151-41 

Yes 

内蔵 AIT 集合型 

N 8151-36 

Yes 

内蔵 AIT 集合型 

N 8151-29 

Yes 

内蔵 LT 0 

N 8151-40 

Yes 




上記のデバイスを使用する場合は、 N 8141-28 A デバイス増設ユニット（ラックマウント用）が 
必要です。 
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Advanced Configuration Options 


「Advanced Configuration Options 」 に力ーソルを合わせて < Ente 「> 羊一を押すと次のよ 
うな表示に変わります。 


- Advanced Configuration 

Reset SCSI Bus at IC Initialization .Enabled 

Display <Ctrl><A> Message During BIOS Initialization.Enabled 

Extended Int 13 Translation for DOS Drives > 1 GByte.Enabled 

POST Display Mode .Verbose 

SCSI Controller Int 13 Support.Enabled 

- Options Listed Below Have NO EFFECT if Int 13 Support Is Disabled 一 

Support Removable Disks Under Int 13 as Fixed Disks.Disabled 

BIOS Support for Bootable CD-ROM .Enabled 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 
に In 怕 alization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Display < Ctrl >< A > 

Message During 

BIOS Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Extended Int 13 

Translation for DOS 

Drives > 1 GByte 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

POST Display Mode 

[ Verbose ] 

Silent 

Diagnostic 

「 Verbose 」 (こ設定してください。 

SCSI Controller 

Int 13 Support 

[ Enabled ] 

Disabled : NOT Scan 
Disabled : scan bus 

SCSI 目 IOS の有効/無効を設定します。 

次の場合を除いて 「 Enabled 」 に設定して 

ください。 

• SCSI コント□ーラ配下に接続された 
八ードディスク J : i 外のコント□ーラ配下 
(こ接続した八ードディスクか 60 S を 
目 oot する場合(八ードディスクが接続さ 
れていない場合は問題ありません)。 

• 破;張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
八ードディスクが接続されていない 
SCSI コント□—ラの目 IOS を 「 Disabled 」 
じすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Support Removable 

Disks under Int 13 as 

Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
[ Disabled ] 

リムーバブルメディァがコント□ールする 
オプションは A に- 78 XX 目の S じよリサポー 
卜します。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


]： 出荷時の設定 































SCSI Disk Utilities 

SCSI 口 sk Utilities は選択したチャネルじ接続されたデバイスをス车ャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示します。デバイスが八ードディスクの場合は、ディスクの□ーレベル 
フォーマツトやベリファイを実行することもできます。 

設定するチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーでに CSI Disk Utilities 」 を選択 
すると次のような SCSI ID をス羊ヤンする画面が表示されます。 


Scanning SCSI ID : 0 LUN Number : 0 


ス车ャン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます（チャネル巨の 

±劝ンロ‘ ) 〇 

- Select SCSI Disk and press <f nter> - 


SCSI ID #0 

No device 

SCSI ID #1 

No device 

SCSI ID #2 

No device 

SCSI ID #3 

No device 

SCSI ID #4 

No device 

SCSI ID #5 

No device 

SCSI ID #6 

No device 

SCSI ID #7 

Adaptec AIC-7899 

SCSI ID #8 

No device 

SCSI ID #9 

IBM GNHvl S2 

SCSI ID #10 

No device 

SCSI ID #11 

No device 

SCSI ID #12 

No device 

SCSI ID #13 

No device 

SCSI ID #14 

No device 

SCSI ID #15 

No device 


この画面でデバイスを選択して < Erite 「>+ —を押すとデバイスの詳細が表示されます。 
選択したデバイスが八ードディスクの場合は、次のサブメニューを実行することができま 
す。 

♦ Format: 選択したデバイスを□ーレベルでフォーマットします。 

♦ Verify Disk Media: 選択したデバイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 

終了 

SCSISe / e なを終了するには、終了メッセージが表示されるまで < Esc > キーを押してください 
(設定を変更している場合は、その前に変更内容の保存を磕認するメッセージが表示されま 
す。保存する （ Yes ) か、破棄する （ No ) を選択してください）。 
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オプションボードのコント□—ラにがする設定 


オプションの SCSI コント□ーラボードに接続した SCSI 装置に関する設定はオプションの 
SCSI コント□ーラボードに搭載されている SCSI 目 IOS ユーティリティを使います。 
詳しくはオプションの SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを参照してください。 

複数の SCSI コント□ーラボードを増設しているときは、はじめにオンボード上の SCSI コン 
卜□-ラに対する SCSISe/e なユーティリティの起動メッセージを表示後、増設した SCSI コ 
ント□ーラの数だけユーティリティの起動メッセージを表示します。起動メッセージは 
PCI #1 一 PCI #2 一 PCI #6 一 PCI #5 一 PCI #3 一 PCI #4 の順に表示されます。オプションによつ 
ては、画面の表示が異なる場合があります。詳しくは、 SCSI コント□ーラに添がの説明書 
を参照してください。 
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Remote Supervisor Adapter 
(RSA) 

ここでは、 RSA(Remote Supervisor Adapter ) の機能と接続方ま、使用方まについて説明します。 


RSA の機能 


RSA は]: i 下の機能を持っています。 

-連続的な稼動状態の監視と制御 
-拡張事前障害解析 ( PFA ) 

-構ぶ可能な通知と警報 

-イベント□グ ( NVRAM に格納され、 e - ma 隱報に添ができる） 

- リモートグラフ ィ、ソク コンソールリダイレクト 
- LAN 、 シリアルによる RSA のリモートアクセス 
— Point - to-Point Protocol ( PPP ) サポート 

— SNMP(Simple Network Management Protocol ) 

— DNS(Domain Name System )、 DHCP(Dynamic Host Configurtion Protocol ) 

- リモート電源制御 

- Windows 2000のブルー画面情報の採取 

- リモートによるファームウェアの Update と設定値へのアクセス 

RSA を使うためには U 下の準備が必要です。 

• Main メニュー 

• LAN またはシリアルポートケーブルの接続 

• RSA へのリモートアクセスに関する設定 

• RSA のパスワードの設定： 

• ASM のデバイスドライバのインス!-ール 


RSA はじ(下の5種類のインタフェースで接続できます。 RSA の配線方法を説明します。次の 
表のように LAN 経由またはシリアル経由で接続できます。 


RSA への ユーザー インタフェース 

RSA への接続 

設定方法 

ASM Web インタフェース 
( HTTP ^° n トコル） 

RSA LAN ポート 
「 RSA への LAN 、 シリアル 
ポートか6の接続」を参照 

「 LAN 経由のアクセスのため 
の設定」を参照 

テキストによる 
ユーザーインタフェース 

テキスト(こよる 

ユーザーインタフェース（モデ厶） 

RSA LAN ポート 
「 RSA への LAN 、 シリアル 
ポートか6の接続」を参照 

「 RSA シリアルポートの設 
定」を参照 

ASM Web インタフェース 
( PPP ( Point - to - Point ) Protocol ) 

を使用 

「 RSA シリアルポートの設 
定」な6びに rPPP ( Point - 
to-Point Protocol ) の設定」 

を参照 

テキスト(こよる 
ユーザーインタフェース (PPP 
上で TELNET プ□トコルを使用） 
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RSA への LAN / シリアルポートか6の接続 


LAN / シリアルポートは下図に示す位置にあります。 



イーサネ、ソトリンクランプ 


r - サネ、ソト 


アクティビティランプ 


シリアルポート LAN ポート 


RSA LAN ポートへの接続 

カテゴリー3またはカテゴリー5の LAN ケーブルの一端を RSA の LAN ポートじ 、もう一端を 
ネットワークに接続してください。その後、イーサネ、ソトランプでネットワーク接続が機能 
していることを磕認してください。 


RSA シリアルポートへの接続 

シリアル ( COM ) ポートで接続するためには、 RSA のシリアルポートにモデムのケーブルを 
接続します。 
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LAN 経由でのアクセスのための設定 


ネットワーク上に DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol ) が構成されていて、アク 
セスができる場合は、ホストを、 IP アドレス、ゲートウェイ•アドレス、サブネット•マス 
ク、および DNS サーバの IP アドレスは自動的に設をされます 。 「DHCP Setting 」 のデフォル 
卜値が忙 nabled 」 になっているため、特に設定は必要ありません。「リモート制御パスワー 
ドの設定」じ進んでください。 

ネットワーク上に DHCP サーバが無い場合は、次の手順で LAN の設定をします。 

1. システムの電源を OFF (こして、 SP (サービスプ□セ、ソサ）ユーティリティのフ□、ソピーディスクを 
フ□、ソピーディスクドライブにセットした後、システムの電源を ON にし、ユーティリティを起動す 
る。 

ユーティリティが自動的(こ起動して 「Service Processor 」 の画面が表示されます。 

2. 力ーソルで 「Configuration Settings 」 を選択する。 

3. 「曰 hernet Settings 」 を選択する。 

下図のような画面が現れます（この画面は例です。実際の設定値は異なる場合があります）。 



4. 力ーソルでをフィールドの値を設定する。 

— Network Interrace 

デフォルト值は 「 Enable 」 です。設定値が 「 Enable 」 (こなっていることを確認してくださし、 
— IP Address 

RSA の IP アドレスを設定してください。 

— Subnet Mask 

RSA のサブネットマスクを設定してください。デフォルト値は r 255.25己.255.0」です。 

— Gateway 

ゲートウエイの IP アドレスを入力してください。 

— Hostname 

RSA のホスト名を人力してください。デフォルトの設定値は ASMA に続けて MAC アドレスです。 
(例： ASMA 000 255382 fd 9) 
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己 . 「DHCP Setting 」 を 「 Disable 」 にする。 

デフォルト値は 「 Enable 」 です。 

7. < F 6> キーで変更内容を適用する。 

< Esc > キーで中断すると設定は反映されません。 

8 . < Es にキーを押し、 「 Warning 」 ウィンドウが表示された6、 < Enter > キーを押して RSA を再起動 
する。 

9. < Esc > キーを押して 「Configuration Setting 」 ウインドウに戻る。 

シリアルポートの設定が必要な場合は「シリアルポートの設定」に進んで<ださい。 

10. < Esc > キーを押してユーティリティのメインプ□グラム(こ戻る。 

11. 力ーソルで 「Exit Utility 」 を選択するか、 < Esc > キーを押してユーティリティプ□グラムを終了する。 

12. フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか6取り化す。 

システムは自動的(こ再起動します。 

13 . シリアルポートの設定が必要な場合は「シリアルポートの設定」に進む。 

その他の場合は rsp デバイスドライバのインストール」(こ進んでください。 
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RSA シリアルポートの設定 


モデムを使用したアクセスでは、次の手順で RSA のシリアルポートの設定を行います 。 LAN 
ポートの設を後、設をを続けている場合は手順4に進んで<ださい。 

1. サーバの電源を OFF にして、 SP (サービスプ□セ、ソサ）ユーティリティのフ□、ソピーディスクを 
フ□、ソピーディスクドライブ(こセットした後、サーバの電源を ON にし、ユーティリティを起動する。 

ユーティリティが自動的に起動して 「Service Processor 」 の画面が表示されます。 

2. 力ーソルで 「Configuration Settings 」 を選択する。 

3. 力ーソルで 「Modem Settings 」 を選択する。 

下図のような 「Modem Setting 」 画面が表示されます。 


service Processor 


Port to configure: D 
Dedicated to ASM: ENABLED— 


Modem Settings 

Baud Kate: 57600 

Parity: N0NE_ Stop Bits: 


Initialisation st 广 in リ： HTZ_ 

Hdny Lifj s triny : flTH0_ 

Keturn to fnciory settings: HI も卜 0_ 


rscripf? yiidrd limp: 100 
Dial pref ix siring : OTDI" 
Auto answer siring : fiTS0=i_ 
じ e I ler— II): 


厂 scfipe s 1 r i ny: 十十 + _ 

Dial postfix siring : _ 

fiulo answer stop: flTS0=O_ 

(Jiiery siring : HI_ 


己.シリアルポートの値を設定する。 

— Baud Rate 

デフオルトは r 日7600」です。シリアルポ- 
く ださい。 


卜に接続する装置のボーレートと必ず同じ(こして 


Dedicate to ASM ( ASM 専用） 

デフォルト値は 「 Disabled 」 です。 PoiM - to-Point Protocol ( PPP ) を使用する場合は、この 
フイールドを 「 Enabled 」 に設定します。このフイールドの値を 「 Enabled 」 (こしてサーパを起 
動すると、シリアルポートはシステム管理 ( RSA 専用)じなり、 OS か6は使用できません。 


RSA 上の内蔵シリアルポートは、システム管理専用とするか、またはオペレーティングシステム 
と要求できます。システム管理専用シリアルポートは、 RSA 専用となるので、ダイヤルインまた 
はダイヤルアウト用として常に使用できるようじなります。オペレーティングシステムまたはア 
プリケーシヨンなどで使用することはできません。 




このシリアルポートを使用する(こはに P デバイスドライバのインストール」の説明に従って ASM 
のデバイスドライバをインストールする必要があります。 
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シリアルポートをオペレーティングシステムと共有すると、サーバの電源が OFR こなっている場 
合と、 POST のときのみ RSA 専用になります。 POST が終了すると、ポートはオペレーティング 
システムで専有されます。オペレーティングシステムまたはアプリケーションなどでポートを使 
用できます。 RSA が重大なイベント情報を受け取った場合は、オペレーティングシステムか6 
ポートを引き継ぎます。 RSA がダイヤルアウトして警報を送信しサーバが再起動されるまでポー 
卜は RSA 専用となります。この場合、オペレーティングシステムおよびアプリケーションでは 
ポートを使用できません。 


— Parity 


デフオルトは 「 None 」 です。 


— Stop Bit 

デフォルトは ri 」 です。 

データビットは「8」(こ固定で変更できません。 

巨.シリアルポートの設定値を変更した場合には < F 6> キーを押して変更内容を適用する。 

7. < Esc > キーを押して 、 「Configuration Setting 」 画面(こ戻る。 

Point - to-Point Protocol の設定が必要な場合は rPPP ( Point - to-Point Protocol ) の設定」に進んで 
ください。 

8 . < Esc > キーを押してユーティリティプ□グラムのメイン画面に戻る。 

9. 力ーソルキーでメニューのに xit Utility 」 を選択するか、 < Esc > キー押してユーティリティを終了 
する。 

10. フ□、ソピーディスクドライブか6フ□、ソピーディスクを取り化す。 

RSA が自動的に再起動します。 

11. PPP ( PoiM - to-Point Protocol ) (こ進む。 







PPP(Point-to-Point Protocol) の設定 


RSA のシリアルポートは PPP をサポートします。 PPP はシリアルポート上の TCP / IP 通信を 
サポートするため、モデムを使用した Web 系の管理と TELNET を利用できます。 

次の手順で PPP をセットアップします。シリアルポートの設を後、引き続き設をを行う場合 
は手順4へ進んでください。 

1 . システムの電源を OFF (こし、 SP (サービスプ□セ、ソサ）ユーティリティのフ□、ソピーディスクを 
FDD (こ入れてサーバの電源を ON にし、ユーティリティを起動する。 

ユーティリティが自動的に起動して 「Service Processor 」 の画面が表示されます。 

2 . 力ーソルで 「Configuration Settings 」 を選択する。 

3 . 力ーソルで rPPP setting 」 を選択し < Enter > キーを押す。 

下図のようじ rPPP Setting 」 画面が表示されますにの画面は例です。実際の設定値は異なる場合 
があります）。 



4 .力ーソルでをフイールドを設定する。 

次のフイールドの値を確認してください。 

— Network Interface 

デフォルト值は 「 Disabled 」 です。このフォールドを 「 Enabled 」 に変更してください。 

一 IP アドレス 

Defalult 値は「192.96.1.1」です。デフォルト值またはその他の值も使用できますが、システ 
ムがネ、ソトワークに接続できる値に設定してください。デフォルトの IP アドレス ( Local と 
Rem 饥日)は容易に再構成できます。 

- Subnet Mask 

デフォルト傾まに日日.255.25日.巧日」です。 



4システムの n ンフイグレ—シヨン 

























— Line Type 

この値は PPP (こ設定されています。 

— Rem 饥 e IP Address 

デフォルトは「192.96.1.2」です。 


— Authentification P「 饥 ocol (認証プロ トコル） 

デフォルトは rCHAP then PAP」 です。このフィールドの値はクライアントの設定値と同じ 
にしてください。 

5 . <F6> キーを押して変更内容を適用する。 

巨.<£50>キーを押す。 

「Warning」 画面が表示されます。 

7 . <Enter> キーを押して RSA を再起動する。 

8 . <Esc> キーを押して 「Configuration Setting」 画面に戻る。 

シリアルポートの構成が必要な場合は 「RSA シリアルポートの設定」(こ進んでください。 

9 . <Esc> キーを押して、ユーティリティプ□グラムのメインウインドウ(こ戻る。 

10 . 力ーソルで 「Exit Utility」 を選択するか、 <Esc> キーを押してユーティリティプ□グラムを終了する。 

1 1. フ□、ソピーディスクドライブか6フ□、ソピーディスクを取り化す。 

システムが自動的(こ再起動します。 

12. 「SP デバイスドライバのインストール」(こ進む。 



SP デパイスドライパのインストール 


シリアルポートを使用するためには Windows 2000に ASM デバイスドライバをインストール 
する必要があります。シームレスインス I '''ールを行った場合は自動的にインストールされて 
います。 U 下の手順でインストールされていることを磕認できます。 

1 . 画面（デスクトップ）のマイコンピュータのアイコンをちクリックし、「管理」を選択する。 

2 . デバイスマネージャを選択する。 

3 . 表示メニューかデバイス接続別」を選択する。 

ACPI マルチプ□セ、ソサ PC - Microsoft ACPI Compliant System - PCI バスの下に IBM(Version 
x.xx) Remote Superviser •...があれば、インストールされています。 

インストール手順 

1. Windows 2000の起動中に CD-ROMrEXPRESSBULDER」 を CD-ROM ドライブにセットする。 

2 . エクスプ□-ラを起動し、 「EXPRESSBUILDER」 の中にある U 下のファイルをタブルクリックする。 
Winn 祥 w2k¥CONDOR¥WIN 2000 ¥SETUP.EXE 

自動的にインストールが行われます。プ□ンプトの画面に次のメッセージが化ることを確認して 
ください。 


Installation Complete 

Reboot the machine for device driver to start 
Press any key to exit 


3 . lU 下のメッセージが表示された6、「完了」を選択する。 

新しい八ードウエアのお索ウイザードの完了 
IBM (Ver.x.xx Remote Superviser Adapter....) 

このデバイスに対するソフトウエアのインストールが完了しました。 

コンピュータを再起動するまでインストールした八ードウエアは正しく動作しません。 


4 . じ(下のメッセージが表示された6、「はい」(再起動する）を選択する。 

新しい設定を有効(こするためじはコンピュータを再起動する必要があります。 
今すぐ再起動しますか？ 


己.再起動する。 

上でインストール完了です。 
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■ J モート制御パスワードの設定 

RSA の ASM Web インターフェースのリモート制御機能を使用するには 、 BIOS Setup ユー 
ティリティでリモート制御パスワードを設定する必要があります。じ(下の手順で設定しま 
す。 

1. システムを再起動し、 POST 中、画面下に 「Press F1for Configuration/Setup」 と表示された6 
< F レキーを押す。 

BIOS Setup ユーティリティが起動します。 

2 . ["System Security」 を選択する。 

3 . [Remote Control Security Setting」 を選択する。 

4 . RSA の ASM Web インターフェースのリモート制御機能に□グインするときに使用するパスワー 
ド 「Rem 饥 e Contorol Password」 を人力する。 

5 . rSave New Remote Control Password」 を選択し、 <ENTER> キーを押す。 

巨. ["System Security」 画面で <ESC> キーを押す。 

7 . 「Save Setting」 を選択し、 <ENTER> キーを押す。 

8 . 「Exit Setup」 で BIOS Setup ユーティリティを終了する。 

]：> (上で設定完了です。 



